
サッカーと科学
～サッカーを続けていたら研究者になっていました～

2026.07.23サイエンスカフェ in 静岡

第42シーズン

静岡大学 グローバル共創科学領域
平嶋裕輔



0.Warm-up（自己紹介）



Self-introduction

【名前】 平嶋裕輔

【生年月日】 1986（昭和61）年5月31日

【出身】 山梨県

【専門】 サッカー・コーチング学

【学位】 博士（コーチング学）



指導者として

2009年 筑波大学蹴球部 コーチ
2010年～2011年 宇都宮大学サッカー部 コーチ
2011年 栃木SCアカデミー コーチ
2012年 筑波大学蹴球部 コーチ
2013年 筑波大学蹴球部 GKコーチ
2014年～2016年 カマタマーレ讃岐 GKコーチ
2017年 筑波大学蹴球部 コーチ
2018年～2019年 筑波大学女子サッカー部 ヘッドコーチ
2020年～2021年 監督
2022年～現在 静岡大学女子サッカー部 創部・監督
2024年～現在 静岡大学サッカー部 監督

【主な指導歴】



2011年 ～ 2012年 栃木サッカークラブ アカデミーコーチ
2014年 ～ 2017年1月 カマタマーレ讃岐 GKコーチ
2018年 ～ 2022年 筑波大学 体育系
2022年 静岡大学 学術院 教育学領域
2023年 ～ 現在 静岡大学 学術院 グローバル共創科学領域

研究者への道

2005年 山梨県立韮崎高等学校 文理科    卒業
2009年 宇都宮大学 生涯教育課程スポーツ健康コース    卒業
2011年 筑波大学大学院 博士前期課程体育学専攻    修了
2018年 筑波大学大学院 3年生博士課程コーチング学専攻 修了

【学歴】

【職歴】

指導の勉強をしたくて大学院へ。
気が付いたら研究者になっていました(笑)



本日のタイムスケジュール

1 大学教員って普段何してるの？
2 研究って？

【First Half】

【Second Half】

3 面白いサッカーの研究って？
4 ワールドカップで使われた科学って？
5 サッカーの未来

【Half Time】 10分間休憩



Kick off



First Half
1.大学教員って何してるの？



教育

研究 大学運営

社会貢献

大学教員の仕事（平嶋の場合）



平嶋の1週間

サッカー

サッカー サッカー

サッカー サッカー

サッカー

サッカーサッカー



授業

コーチング学



ゼミ



ドイツサッカー研修



地域貢献



First Half
2.研究って？



研究って？

研究って何だと思いますか？



研究って？

私は白衣を着ません



研究って？

研究のスタート

なんでだろう？



平嶋研究室ゼミ生の卒論テーマ



平嶋研究室ゼミ生の卒論テーマ



平嶋の研究タイトル

・Analysis of soccer goalkeeper performance and shot scenarios in the 2022 World Cup
・エリートサッカーゴールキーパーにおける異なる被シュートシチュエーションに対するダイビング動作の特性
・現代サッカーにおけるゴールキーパーに要求される役割と技術

・プロサッカーリーグにおける得点機会獲得のための攻撃プレーの分析：:パスプレーに着目して
・相手DFとMFとの間のスペースを利用した攻撃の有効性の検討およびJ リーグとブンデスリーガにおける攻撃様相の比較

・New Goalkeeping Ability Index for Football Goalkeepers
・サッカーにおけるゴールキーパーのシュートストップ難易度の定量化

・競技を継続する上で女性競技者が経験してきたジェンダー問題
・女性活躍社会の牽引を目指す日本サッカー界の取り組みに関する研究

〇どうやったらサッカーが上手くなるんだろう

〇どうやったら試合に勝てるんだろう

〇どうやったら選手を上手に評価できるんだろう

〇どうやったら女子サッカーをもっと普及させることができるんだろう



「ゲームパフォーマンス分析手法を用いたサッカーの研究」

⇒攻撃の有効性やリーグ間の相違を検証したもの

（鈴木、平嶋ほか，2019） （鈴木、平嶋ほか，2018）など

 
⇒GKのプレー分析に関するもの

（Numazu, Hirashima, et al. 2024）（松倉、平嶋ほか，2024） 
（松倉、平嶋ほか，2020）など

⇒GKの新しい評価指標の開発

（Hirashima, et al. 2023）（平嶋ほか，2018）（平嶋ほか，2014）など

平嶋の研究テーマ



平嶋ほか（2018・2014）
⇒シュートストップ難易度を失敗確率として数値化する回帰式の開発

シュートストップ失敗確率

 =1/（1+exp(-(-2.245-5.204x1-1.215x2-0.570x3+0.885x4+0.551x5
+4.072x6+1.333x7+0.711x8+0.968x9+2.839x10+0.029x11+1.014x12））

X1:シュート到達時間（秒）、X2：シュート者守備 前方のDF 有（1） 無（0）
X3：シュート者守備 側方・後方のDF 有（1） 無（0）、X4：シュート部位 頭（1） 足（0）
X5：シュート種類 グラウンダー（1） それ以外（0）、X6：シュート種類 ループ（1） それ以外（0）
X7：シュートコース横 ファー（1） ニア（0）ファー（1）、X8：シュートコース高さ 中（1） それ以外（0）
X9：シュートコース高さ 高（1） それ以外（0）、X10：他の選手による軌道の変化 有（1） 無（0）
X11：シュート位置角度（°）、X12：シュートコース距離（ｍ）

研究：GKの新しい評価指標の開発



既にシュートストップ以外のプレーについても評価方法を開発

（Hirashima, et al., 2023）（平嶋ほか，2023）
⇒これらの論文化

新たな評価指標を普及させるための取り組み

⇒

ビックデータを用いた
評価指標の開発

AIカメラにより取得したデータ
を用いた評価指標の開発

スポーツ界全体のDX推進、
ビックデータの利活用へ波及

研究：現在の取組み



Second Half
3.面白いサッカーの研究って？



クイズ①

PKの際優秀なGKは何を見ていると思いますか？

1. 顔

3. 足とボール

2. 腰

【クイズ】



①PKに関する研究

Savelsbergh, G. J. P., Williams, A. M., van der Kamp, J., & Ward, P. (2002).
"Visual search, anticipation and expertise in soccer goalkeepers“
Journal of Sports Sciences, 20(3), 279-287

目的：優れたGKはPKのとき何を見ているのか？

結果：初心者GKは、腰、骨盤、体幹周辺から情報を得ていた。
熟練GKは、ボールと足をよく見ていた。

⇒優秀なGKは必要な情報を効率的に見ている

方法：エリートGKとアマチュアGKを対象に、
アイ・トラッカーを使って、PKのときにどこを見ているのか？を比較した。



クイズ②

CKから得点になる割合はどれくらいでしょう？

1. 2％

3. 20％

2. 10％

【クイズ】



②CKに関する研究

Casal, C. A., Maneiro, R., Ardá, T., Losada, J. L., & Rial, A. (2015).
Analysis of Corner Kick Success in Elite Football.International Journal of 
Performance Analysis in Sport, 15, 430-451.

目的：CKでどうしたら点が入るか？

結果：

⇒3〜4人が連動して動き、ファーポストや間接的な配球を狙う工夫されたコーナーキック
※ゴールになる確率はわずか 2.2%

方法：2010 FIFAワールドカップ、EURO 2012、UEFAチャンピオンズリーグ 2010-11の試合を対象とし、
合計124試合1139本のCKを分析した。



クイズ③

得点に繋がりやすい攻撃はどれでしょう？

1. サイド攻撃

3. ロングボールを使った攻撃

2. DF-MF間を使った攻撃

【クイズ】



③バイタルエリアに関する研究

鈴木 健介, 浅井 武, 平嶋 裕輔, 松竹 貴大, 中山 雅雄（2018）
プロサッカーリーグにおける得点機会獲得のための攻撃プレーの分析：パスプレーに着目
して．体育学研究、2019 年 64 巻 2 号 p. 761-775.

目的：DFとMFの間のスペース（いわゆるバイタルエリア）を攻略することが、どれほどゴールに繋がるかを
Jリーグ（JL）とブンデスリーガ（BL）の比較から明らかにした。

方法：Jリーグ10試合、ブンデスリーガ10試合、合計20試合を対象とし、
侵入攻撃 2,070回（Jリーグ1,069回、ブンデスリーガ1,001回）を分析した。



③バイタルエリアに関する研究

鈴木 健介, 浅井 武, 平嶋 裕輔, 松竹 貴大, 中山 雅雄（2018）
プロサッカーリーグにおける得点機会獲得のための攻撃プレーの分析：パスプレーに着目
して．体育学研究、2019 年 64 巻 2 号 p. 761-775.

結果：

Jリーグ
シュート率DF-MF間：16.5%、サイド攻撃：5.8%、約3倍
得点率DF-MF間：2.3%、サイド攻撃：0.6%、約4倍。
PA侵入率DF-MF間：35.5%サイド攻撃：19.2%約2倍。

ブンデスリーガ
シュート率DF-MF間：21.1%、サイド攻撃：7.3%約3倍。
得点率DF-MF間：3.7%サイド攻撃：1.0%約4倍。
PA侵入率DF-MF間：35.8%、サイド攻撃：18.0%約2倍。

⇒DF-MF間を使った攻撃の方がシュート・PA侵入・得点につながりやすい
※しかしその割合はブンデスリーガの方が有意に高く、DF-MF間での前方へのプレー割合もブン
デスリーガの方が高かった。



Second Half
4.ワールドカップで使われた科学って？



今大会は革新的な大会だった



イマーシブビュー



イマーシブビュー



FIFA AI PRO



FIFA AI PRO



拡張VAR



Second Half
5.サッカーの未来



さらなる科学の進歩、AIの介入

まだまだ科学の進歩は止まらない・・・

・AI監督の出現？

・クローン選手の出現⇒NIKE「Last Game」（2014）



何が起こるかわからないから面白い



サッカーを続けていたら

研究者になっていました。



人生、何がどこにつながるかは分かりません。

だからこそ

自分の「好き」を大切に。

FULL TIME
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